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一
亡
し
か
め
て

ま
た
た
し
か
め
て
一

ハ
イ
横
断
一

し通らあおお

吾
が
町
に
県
立
大
洗
高
校
を
持
ち
た

い
と
い
う
願
い
は
随
分
古
い
時
代
か
九
1

町
民
の
胸
の
中
に
秘
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
大
洗
町
誕
生
以
前
旧
磯
浜
町
時

代
に
遡
の
ぼ
る
o
昭
和
二
十
八
年
町

の
議
会
で
議
決
さ
れ
、
活
発
な
運
動
が

初
ま
っ
た
o
当
時
の
記
録
を
見
る
と
、

特
別
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
委
員
会
の

開
催
も
二
十
数
回
、
白
熱
し
た
討
議
が

続
け
ら
れ
、
執
行
部
と
議
会
の
活
躍
ぶ

り
に
は
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の
跡
が
う
か

が
わ
れ
る
。
し
か
し
最
後
に
敷
地
の
問

題
で
挫
折
し
、
遂
に
陽
の
白
を
見
る
に

至
ら
な
か
っ
た
。
私
は
就
任
以
来
、
何

時
の
日
に
か
必
ず
実
現
し
て
み
せ
る
と

固
く
心
に
誓
っ
た
。
然
し
早
急
に
実
現

す
る
に
は
町
は
当
時
余
り
に
貧
し
過
ぎ

た
o
義
務
教
育
で
あ
る
地
元
中
小
学
の

校
舎
の
荒
廃
回
に
あ
ま
る
私
の
が
め
ハ
ー

そ
の
靖
改
築
に
時
間
が
必
要
だ
う
だ
か
、

ら
で
あ
る
o
物
に
は
順
序
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
私
は
屡
々
町
民
の
皆
さ
ん
に
一

訴
え
て
き
た
o
そ
し
て
皆
ぎ
ん
は
今
日

迄
待
っ
て
い
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
遂
に
時
は
来
た
o
一
昨
年
十
二
月
、

全
町
や
挙
げ
て
県
立
大
洗
高
校
建
設
期

成
袋
房
結
成
し
、
そ
の
実
現
の
第
一
歩

や
踏
み
出
し
た
o
先
づ
土
地
の
選
定
に

時
間
が
か
か
っ
た
が
、
全
町
数
ケ
所
の

候
補
地
の
中
か
ら
、
大
貫
長
草
地
区
を

最
適
地
と
し
て
選
定
し
、
地
主
さ
ん
と

の
協
議
に
入
っ
た
o
建
家
の
建
設
は
県

が
全
部
や
っ
て
く
れ
る
が
、
現
行
で
は

土
地
だ
け
は
ど

vpレ
て
も
地
元
が
提
供

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
だ
か
ら
で

あ
る
o
地
主
会
が
つ
く
ら
れ
、
凍
り
つ

く
よ
う
な
幾
晩
、
私
達
は
大
貫
研
修
所

で
熱
心
な
協
議
を
重
ね
た
o
そ
し
て
亦

そ
れ
に
続
く
部
落
の
会
合
、
そ
う
し
た

熱
意
と
努
力
が
実
を
結
ん
で
、
遂
に
土

地
は
決
定
し
た
o
然
し
一
年
に
二
校
乃

至
三
校
の
建
設
と
い
う
新
設
高
校
の
わ

く
は
き
び
し
か
っ
た
。
毎
年
十
ケ
所
以

上
の
希
望
市
町
村
の
競
争
は
激
甚
で
あ

っ
た
o
私
達
は
こ
の
一
年
間
必
死
に
運

動
を
続
け
た
。
そ
し
て
遂
に
今
年
は
普

通
高
校
一
ケ
所
、
工
業
高
校
一
ケ
所
と

い
う
特
に
き
び
し
い
情
勢
の
中
で
普
通

高
校
一
ケ
所
と
い
う
星
を
か
ち
と
っ
た

の
で
あ
る
o
そ
れ
も
こ
れ
も
背
後
に
永

年
に
百
一
る
町
民
の
悲
願
が
簡
め
ら
れ
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
う
。
隣
接
那

珂
湊
市
に
比
べ
る
と
七
十
年
お
く
れ
た

が
、
し
か
し
遂
に
目
的
は
達
成
さ
れ
た
。

考
え
て
み
る
と
ほ
ん
と
に
よ
か
っ
た
と

思
う
o
何
故
な
ら
年
々
中
学
卒
業
生
の

高
校
進
学
率
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、

今
年
は
進
学
希
望
者
が
一
中
で
八
O
%

を
超
え
、
南
中
で
は
実
に
九
O
%を
超

え
る
に
至
っ
た
o
正
に
高
校
が
義
務
教

育
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
o
交
通
匝
離
や
交
通
費

等
を
考
え
れ
ば
将
来
に
亘
っ
て
そ
の
利

益
は
腐
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
o

た
だ
蕊
で
更
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
そ
の
中
身
で
あ
る
o
大
洗

と
い
う
知
名
度
は
云
う
ま
で
も
な
い
が

(J) 
問
題
は
そ
の
内
容
で
あ
る
よ
思
う
o
大

洗
の
持
つ
有
名
度
と
内
容
の
優
秀
さ
と

は
別
で
あ
る
o
私
達
は
出
来
る
だ
け
多

く
地
一
万
の
卒
業
生
を
入
れ
、
優
秀
な
一
一
局

校
に
仕
上
げ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
は
本
人
は
勿
論
で
あ
る
が
、
地

1，敷地総面積

2，総事業費

3，学校規模

学級数12学 級 (1学年4学級)

生徒数 540名 (1学級45名、 1学年

180名)

4，事業内容

3ヶ年継続事業

昭和48年度

本館

(普通教室12教室、

管理関係室)

建築面積
約 2，000m'

昭和49年度

特別教室約 1，900m'
昭和50年度

体育館約1，200m'、

格技場約300m'、

プール長さ25慨

巾16m水面積約400m'、
外構工事

j青藤

元
中
学
の
先
生
方
や
父
兄
の
熱
意
と
協

力
が
絶
吾
川
に
必
要
で
あ
り
、
町
を
挙
げ

て
取
D
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
考

え
て
み
る
と
長
峰
の
地
形
法
ま
こ
と
に

素
晴
ら
し
い
。
一
一
一
層
建
の
校
舎
か
ら
は

紺
碧
の
太
平
洋
が
見
え
る
で
あ
ろ
う
し
、

亦
術
敵
す
れ
ば
澗
沼
の
清
流
が
静
か
な

た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
る
o
空
気
は

清
澄
で
あ
D
こ
う
し
だ
環
境
で
つ
く
ら

れ
る
大
洗
高
校
の
第
一
日
の
歴
史
は

亦
輝
や
か
し
き
大
洗
町
の
未
来
を
荷
う

人
材
教
育
の
第
一
頁
に
も
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
と
思
う
o
今
後
私
達
は
尚
よ

D
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
幾
多

の
試
練
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

ど
ん
な
試
練
に
も
耐
え
抜
い
て
行
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
も
と
も
と
親
は
自
分
で

為
し
得
な
か
っ
た
夢
の
実
現
一
を
子
に
托

す
る
の
が
人
情
で
あ
る
o
私
達
は
親
の

時
代
に
為
し
得
な
か
っ
た
大
洗
港
の
建

設
や
、
先
輩
の
夢
み
た
高
校
の
建
設
を

今
実
現
し
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
は
亦
生
き
て
い
る
限
り
人
間
の
為

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
つ
と
め
だ
か
ら
で
あ

る
o
な
お
今
日
の
日
を
迎
え
る
迄
に
は

期
成
会
や
地
主
の
皆
き
ん
の
話
協
九

岩
上
知
事
と
山
本
教
育
長
を
初
め
県
当

局
の
御
厚
情
、
小
幡
、
栗
原
、
柴
沼
の

地
一
克
選
出
県
会
議
員
の
皆
さ
ん
、
如
、
常

澄
、
茨
城
等
隣
援
町
村
長
さ
ん
、
亦
地

元
選
出
の
国
会
議
員
の
先
生
方
や
本
町

出
身
の
飛
回
さ
ん
に
も
側
面
的
に
御
支

援
を
戴
き
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
o
亦
愈

点
、
来
年
四
月
開
校
の
た
め
、
勝
田
自
衛

隊
の
皆
さ
ん
が
整
地
の
た
め
町
に
債
泊

し
て
援
助
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
h
y
、

何
か
と
町
民
の
皆
さ
ん
に
援
す
る
機
会

が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
率
よ

ろ
し
く
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。

方自町長

星雲観

約70，793m'

約 3億6，000万円

のE覇富十言受重量
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入歳出予算決る

らあおお第 63号

品

y
算
総
額

一職金一酎

特別金一酎

ぷ子
関

官冨

十
機
事
十
町
幽
帯

戸ト

一
品
一
横
穴
平

，i¥. 

、
撞
噛
一
械
的
援
関
越
〈
と
基
盤
的

曜
立

O
特
産
野
菜
生
産
団
地
育
成
事
業

高
能
率
生
産
団
地
整
備
計
画
に
基
づ

い
て
本
年
度
か
ら
特
産
野
菜
生
産
団
地

育
成
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
o
そ
の

内
容
は
軽
量
鉄
骨
平
家
ス
レ
ー
ト
葺
加

工
場
ブ
棟
(
一
九
八
ぽ
)
、
生
産
近
代
化

施
設
と
し
て
「
h

叫
ぼ
う
堀
取
機
L

二
基
で

事
業
費
は
五
O
O万
円
(
県
補
助
一
五

O
万
円
、
町
補
助
一
五
O
万
円
、
農
協

負
担
二

O
O万
円
)
で
す
。

O
生
産
組
織
の
育
成
強
化

生
産
組
織
の
育
成
強
化
の
た
め
、
ン
ー

ダ
l
マ
シ
ン
の
設
置
を
行
な
い
、
種
ま

き
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
り
ま
す
。
購
入

費
は
五
九
万
五
千
円
で
、
そ
の
う
ち
町

の
補
助
は
三
分
の
一
の
一
九
万
八
千
円

に
な
り
ま
す
。

O
た
め
池
整
備
事
業

本
年
度
は
八
反
田
池
の
整
備
と
し
て

八
千
耐
の
凌
深
工
事
を
行
な
い
ま
す
o

事
業
費
は
七
O
O万
円
で
補
助
は
県
が

一
O
分
の
互
の
一
一
一
五
O
万
円
、
町
が
一

O
分
の
二
・
五
の
一
七
五
万
円
で
、
残

り
は
受
益
者
負
担
で
事
業
を
行
な
い
ま

す。O
農
免
道
路
整
備
事
業

農
免
道
路
は
大
貫
橋
に
至
る
県
道
の

神
山
入
口
を
起
点
と
し
て
松
川
ま
で
、

延
長
四
千

mに
わ
た
る
巾
員
六
米
の
農

道
で
す
o
童
書
は
九
千
五
百
万
円
で

四
七
・
四
八
・
四
九
年
度
の
一
二
ヶ
年
継

続
事
業
と
し
て
行
な
わ
れ
、
現
在
第
一

期
工
事
(
延
長
七
五
O
m
)が
地
主
の
皆

さ
ん
の
御
協
力
に
よ
り
順
調
に
進
捗
し

て
い
ま
す
o

O

水
産
倉
庫
建
設
事
業
及
び
共
同
漁
具

倉
庫
建
設
審
議

没
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
の
一
環
と

し
て
次
の
霊
零
行
な
い
ま
す
。

水
産
倉
庫
建
設
事
業
(
建
築
面
積
四

一
一
、
生
溝
環
境
的

推
進

舗
と

大
き
な
検
討
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
す
で
に
現
在
は
漁
業
墓
地
と
し
一

o
桜
遊
土
地
区
画
護
理
事
業
一
は
一
一
千
五
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

て
港
湾
施
設
も
着
々
と
整
備
さ
れ
、
充
一
水
戸
・
日
立
一
五
O
万
大
都
市
建
設
一

o
町
道
の
舗
装
及
び
排
水
港
整
備
事
業

実
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
引
き
つ
づ
き
一
の
中
に
位
讃
す
る
本
町
の
人
口
配
置
は
一
町
道
は
私
達
の
生
活
を
維
持
す
る
う

八
O
U
)
事
業
費
二
千
万
円
で
補
助
は
一
漁
港
区
整
備
の
た
め
大
開
港
建
設
事
業
一
将
来
大
き
く
変
化
す
る
も
の
と
予
想
さ
一
え
で
中
心
と
な
る
も
の
で
す
が
、
こ
の

県
が
四
0
0万
円
、
町
が
二

O
O万
円
、
一
四
千
五
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
一
れ
、
今
後
生
語
源
境
の
整
備
は
ま
ず
ま
一
整
備
の
完
全
化
を
図
る
た
め
町
で
は
年

受
益
者
(
水
産
物
加
工
業
協
同
組
合
)
一
、
一
』
」
の
う
ち
二
千
七
百
万
円
は
地
方
債
と
一
す
重
要
と
な
っ
て
ま
い

D
ま
す
。
市
街
一
次
計
暫
定
て
て
遂
次
舗
装
や
排
水
溝

四
O
O万
円
と
な
h
y
ま
す
。
一
し
て
見
込
ん
だ
も
の
で
す
o

一
化
区
域
内
に
お
け
る
都
市
開
発
事
業
も
一
の
整
備
を
行
な
っ
て
い
ま
す
o
今
年
度

共
同
漁
具
倉
庫
建
設
事
業
(
建
築
国
一

o
大
洗
都
市
開
発
振
奥
対
策
麹
一
そ
の
具
体
的
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、
第
一
は
こ
の
た
め
の
事
業
費
と
し
て
排
水
溝

積
八
一
ぽ
)
重
喜
一
五
O
万
円
で
補
一
水
戸
@
目
立
大
規
模
都
市
開
発
構
想
一
一
号
と
し
て
桜
道
土
地
区
画
護
理
事
業
一
整
備
工
事
に
二
千
百
万
円
、
舗
装
工
事

助
は
県
が
三
O
万
円
、
町
が
一
五
万
円
、
一
の
中
で
甚
臨
づ
け
ら
れ
た
、
海
上
流
通
一
巻
行
な
い
ま
す
。
事
業
費
は
本
年
度
六
一
に
千
二
百
万
円
を
計
上
い
た
主

tた。

受
益
者
(
磯
浜
漁
業
協
同
組
合
)
一

O
五
一
機
能
と
観
光
リ
ク
リ
エ
イ
シ
ヨ
ン
機
能
一
千
六
二
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
o

一
0
消
防
ポ
ン
プ
自
動
寧
購
入
費

万
円
と
な
huま
す
。
一
を
、
大
き
な
地
域
メ
リ
ッ
ト
を
得
な
が
一
ま
た
第
二
号
の
区
画
整
理
事
業
と
し
て
一
町
民
の
生
活
を
火
災
か
ら
守
る
た
め

O
大
洗
港
建
設
事
業
一
ら
本
町
に
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
ど
う
一
組
合
施
行
の
東
光
台
土
地
区
画
整
理
事
一
に
常
に
消
防
機
動
力
の
充
実
に
は
意
を

「
商
港
を
含
む
綜
合
都
市
」
争
都
市
一
し
た
ら
よ
い
か
、
広
く
深
く
研
究
し
て
一
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
こ
の
事
業
に
一
用
い
装
備
の
近
代
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

像
と
す
る
水
戸
・
日
立
大
規
模
都
市
豆
諸
施
策
に
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
芝
よ
対
す
る
町
の
財
政
援
助
と
し
て
二
百
八
一
今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
霊
鋭

設
構
想
の
中
で
の
本
町
の
担
う
位
讃
づ
一
そ
の
だ
め
の
調
査
研
究
費
と
し
て
一
一

O
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
一
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
一
台
購
入
す
る

け
と
、
広
域
港
湾
整
備
計
画
の
機
能
分
一
二
O
万
円
争
計
上
い
た
し
ま
し
た
o

一
o
公
営
住
宅
建
設
事
業
一
だ
め
三
百
五
八
万
円
を
計
よ
レ
京
し
た
o

担
と

U
量
嬰
な
問
題
を
背
景
と
し
て
、
一

o
都
市
計
一
闘
街
路
牽
鞭
一
公
営
住
宅
の
聾
認
に
つ
い
て
は
昨
年
に
一
こ
の
外
防
災
に
関
す
る
事
業
と
し
て
は

今
後
の
港
湾
拡
大
整
備
の
問
題
は
町
の
一
前
記
に
関
連
し
て
交
通
体
系
の
整
備
一
引
き
続
き
、
汐
見
ケ
丘
住
宅
の
建
替
を
一
水
道
消
火
栓
取
付
工
事
や
防
火
貯
水
槽

一
行
な
い
ま
す
o
建
設
内
容
は
第
二
一
種
簡
一
建
設
工
事
な
ど
が
あ
b
ま
す
。

一
易
耐
火
構
造
二
階
建
一
五
戸
で
建
設
費

一
一
一
、
社
金
構
桂
的
充
襲
と
教

青
め
舟
哲
也
よ

O
老
人
憩
の
家
建
設
率
業
一
計
上
い
た
し
て
あ
h
y
ま
す
o

老
人
待
望
の
憩
の
家
建
設
事
業
は
四
一

o
児
童
手
当
の
支
給

七
年
・
四
八
年
の
二
ヶ
年
継
続
で
建
設
一
児
蜜
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
年
々

が
進
め
ら
れ
本
年
七
月
完
成
を
回
途
に
一
そ
の
枠
が
拡
大
さ
れ
て
お

D
本
町
の
該

努
力
を
し
て
お
り
、
本
年
度
事
業
費
は
一
当
者
は
全
部
で
六
回
O
人
で
、
二
千
百

千
四
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
四
五
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

O
老
人
医
療
無
料
化
と
ね
た
き
り
老
人
一
う
ち
町
で
負
担
す
る
分
は
二
百
八
一
一
一
万

医

療

無

料

化

一

円

で

す

o
こ
の
外
、

O
歳
児
を
対
象
と

卓
也
人
医
療
の
無
料
化
L
は
本
年
一
月

τて
実
施
さ
れ
る
乳
児
医
療
無
料
化
、

か
ら
実
施
さ
h
U
1

七
O
歳
以
上
の
老
了
八
一
了
二
級
障
害
重
度
精
薄
者
が
対
象
と

は
す
べ
て
医
療
費
が
無
料
に
な
っ
て
い
一
な
る
重
症
心
身
障
害
者
医
療
無
料
化
が

ま
す
。
こ
の
た
め
三
千
四
O
万
円
が
計
一
本
年
四
月
か
ら
匿
に
さ
き
が
け
て
行
な

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
「
ね
た
き

D
一
わ
れ
て
い
ま
す
。

老
人
L

の
医
療
に
つ
い
て
は
国
の
実
施
一

o
教
育
の
向
上

に
先
き
だ
っ
て
本
年
の
四
月
か
ら
実
施
一
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
、
そ
の
創
造

い
た
し
ま
す
が
、
こ
れ
が
百
五
O
万
円
一
力
を
高
め
る
よ
う
教
育
の
向
上
に
は
常

に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

町
の
悲
願
で
あ
っ
た
県
立
高
校
の
誘
致

問
題
も
決
定
し
、
本
年
七
月
に
着
工
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
o
ま
だ
幼
児
教
育

に
つ
い
て
も
更
に
祝
町
幼
稚
園
を
一
学

級
培
設
し
、
あ
冶
い
は
、
父
兄
負
担
の

軽
減
を
は
か
る
た
め
に
就
菌
奨
励
補
助

金
の
制
度
を
採
用
い
た
し
ま
し
た
。

O

蕗
翠
鵠
盟
識
環
器
用

本
年
度
か
ら
公
@
私
立
幼
稚
園
に
対

し
、
父
兄
負
担
の
軽
減
を
行
な
う
た
め

所
得
段
階
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
補
助
を

行
な
い
ま
す
が
こ
れ
に
は
4
1
八
万
円
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

O
大
震
小
学
校
の
温
度
保
持
工
事

磯
浜
小
学
校
に
引
き
続
き
大
震
小
学

校
の
混
度
保
持
工
事
を
行
な
い
ま
す
が

そ
の
工
事
費
と
し
て
千
三
百
六
五
万
円

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

O
労
働
者
対
策

中
小
企
業
に
働
く
労
働
者
の
住
宅
建

設
資
金
や
生
活
改
善
資
金
、
育
英
資
金

等
の
金
融
の
途
を
開
く
た
め
、
県
労
働

者
信
用
基
金
協
会
が
設
立
さ
れ
和
め
て

中
小
企
業
に
働
く
未
組
織
労
働
者
対
策

と
し
て
本
基
金
に
対
し
て
一
五
万
円
の

出
資
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
o

訳関昭和48年度一般会言十歳入
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大
洗
高
校
の
新
設
に
よ
せ
て

勇
之
助

議
会
議
長

国

山

労苦報われ

感
謝
を
し
て
才占

皇
す

。
学
校
は
文
化
で
あ
る
。
と
い
う
こ

と
ば
を
、
か
つ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。文

化
と
は
、
進
歩
で
あ
り
発
展
で
あ

hu
創
造
で
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
o

新
し
い
学
校
が
建
つ
と
い
う
こ
と
だ

関
係
者
の

努
力
に
感
謝

荻

詔

政

太

郎

私
も
三
人
の
子
供
が
現
在
そ
れ
ぞ
れ

高

校

誘

致

に

喜

び

一

高

校

に

在

学

中

で

、

高

校

教

育

に

つ

い

一

よ

い

校

嵐

と

伝

統

を

一
て
は
深
い
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
一

小

野

瀬

彰

一

高

校

の

入

学

難

の

問

題

、

教

育

経

費

の

一

中

根

慶

亮

今
日
の
教
育
状
勢
か
ら
い
っ
て
、
か
一
摺
大
な
ど
は
ど
こ
の
家
庭
で
一
も
一
今
や
教
育
の
時
代
で
あ
h
u
、
こ
の
な

一
ね
て
私
は
、
本
町
で
も
高
校
を
一
校
欲
一
苦
慮
し
て
い
る
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
い
一
か
に
あ
っ
て
大
洗
町
に
、
県
立
の
普
通

一
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
加
藤
町
一
ま
す
o
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
に
一
高
校
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
は
誠
に
意
義

一
長
さ
ん
の
熱
意
に
よ

D
、
私
達
の
こ
の
一
は
一
校
で
も
多
く
県
立
高
校
を
建
設
し
一
の
あ
る
こ
ル
だ
と
恩
い
ま
す
。
加
藤
町

一
夢
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
で
き
れ
ば
地
一
長
さ
ん
の
永
年
の
ご
努
力
に
よ
D
誘
致

一
こ
と
で
す
o
町
長
さ
ん
は
高
校
誘
致
に
一
一
万
に
あ
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
た
や
さ
一
に
成
功
さ
れ
た
こ
と
は
町
民
の
一
人
と

け
で
も
喜
び
で
す
o
松
林
の
中
、
畑
の
一
大
き
な
自
信
を
も
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
一
斉
)
だ
け
に
、
高
校
建
設
の
計
画
を
き
い
一
し
て
大
変
嬉
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
o

中
に
白
亜
の
校
舎
が
生
ま
れ
る
の
か
と
一
し
、
私
も
信
頼
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
て
地
主
の
一
人
と
し
て
最
初
に
賛
意
を
一
新
設
高
校
が
優
れ
た
先
生
方
に
よ
D

思

2
1
う
れ
し
さ
が
こ
み
あ
け
て
き
一
正
式
決
定
を
み
る
ま
で
は
な
お
一
沫
の
一
表
し
た
わ
け
で
す
o

一
時
は
用
地
の
買
一
先
づ
良
い
校
聖
γ

確
立
し
、
立
派
な
人

ま
す
o

一
不
安
が
あ
り
ま
し
た
o
今
こ
こ
に
正
式
一
収
に
困
難
な
時
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
一
材
を
つ
く
り
だ
す
伝
統
の
あ
る
学
校
と

そ
の
上
に
、
有
能
な
教
員
を
拡
き
、
一
な
決
定
を
み
て
、
町
長
は
つ
め
地
主
の
一
町
長
は
じ
め
推
進
母
体
の
皆
さ
ん
方
の
一
し
て
、
成
長
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し

人
材
ぞ
育
て
て
い
く
と
い
う
一
教
育
活
動
一
皆
さ
ん
方
な
ど
関
係
者
の
方
々
に
大
変
一
誘
致
の
実
現
を
一
て
お
り
ま
す
。

字

空校
; tま

鳩霊文
イむ員

実
次
郎

大洗町高工会

こ
れ
は
町
内
の
商
工
業
や
サ
i
ビ
ス

業
に
永
年
勤
務
さ
れ
て
い
る
優
良
な
従

当
日
は
茨
城
県
商
工
労
働
部
長
賞
を
贈

ら
れ
た
大
洗
い
け
す
旅
館
の
磯
崎
三
津

男
仰
さ
ん
外
圧
六
名
の
人
達
が
水
一
戸
公

共
職
業
安
定
所
長
賞
、
大
洗
町
長
賞
、

大
洗
町
商
工
会
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
ぞ
れ

ら
れ
ま
し
た
。

式
後
大
洗
町
商
工
会
で
は
、
今
回
受

賞
さ
れ
た
方
々
の
よ
う
な
優
良
な
従
業

員
の
勤
労
怠
欲
の
高
揚
と
定
着
性
ぞ
図

る
た
め
、
毎
年
表
彰
を
行
な
い
た
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
o

な
お
、
ま
だ
商
工
会
に
加
入
さ
れ
て

い
な
い
事
業
所
で
は
、
金
融
、
税
務
、

労
働
、
経
営
指
導
を
巾
広
く
活
躍
し
て

い
る
大
洗
町
商
工
会
に
是
非
加
入
さ
れ

る
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
に

田
崎
龍
太
氏

選

任

去
る
一
月
一
口
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
郡
司
次
郎
氏
の
後
任
と
し
て
田

崎
龍
太
剛
氏
(
常
陽
明
治
記
念
館
館
長

代
理
)
が
三
月
二
O
日
開
催
の
第
一
固

定
例
議
会
で
満
場
一
致
の
同
意
ぞ
得
て

教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

交
通
安
全
の
問
題
は
今
や
最
大
の
社

一
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の

一
平
均
寿
命
が
延
び
て
い
る
な
か
で
、
交

一
通
事
故
で
亡
く
な
る
人
の
数
は
毎
年
ふ

一
え
続
け
て
い
ま
す
o
中
で
も
子
供
の
交

一
通
事
故
が
多
い
こ
と
は
悲
惨
で
す
o
と

一
く
に
学
校
か
ら
の
帰
一
り
み
ち
ゃ
土
曜
日

一
に
多
く
発
生
す
る
と
い
う
「
交
通
安
全

一
白
書
」
を
み
ま
す
と
句
お
子
さ
ん
に
は

本
町
は
首
都
東
京
か
ら
一

O
O
M問
一
く
れ
ぐ
れ
も
良
く
一
去
っ
て
聞
か
せ
る
よ

あ
り
、
水
戸
。
日
立
大
規
模
都
市
開
一
h
y
手
は
な
く
、
子
供
と
共
に
生
活
す
る

発
構
想
の
圏
域
内
に
位
置
し
て
い
ま
す
0
時
間
の
長
い
母
親
が
、
も
っ
と
事
故
防

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
本
町
の
都
市
一
止
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o

化
の
傾
向
は
強
く
、
す
で
に
大
洗
港
一
五
日
か
ら
春
の
交
通
安
全
運
動
が
全
国

の
建
設
、
日
本
原
子
力
研
究
所
、
動
燃
一
的
に
展
開
さ
れ
、
本
町
で
も
大
洗
町
交

大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
あ
る
い
一
通
安
全
協
会
、
大
洗
町
交
通
安
全
母
の

は
国
鉄
鹿
島
線
の
敷
設
に
加
え
て
酒
沼
一
会
、
大
洗
町
P
T
A、
の
皆
さ
ん
方
の

の
開
発
構
想
、
観
半
生
産
業
の
進
出
開
発
、
一
大
き
な
ご
協
力
に
よ
り

L

通
学
通
闇
路
γ

更
に
は
北
関
東
大
規
模
開
発
構
想
か
ら
一
お
け
る
街
頭
補
導
や
広
報
パ
レ
ー
ド
、

の
港
湾
問
題
等
、
大
規
模
構
想
の
渦
中
一
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
日
運
動
な
ど
各
種
の

に
あ
り
、
住
宅
・
道
路
・
公
園
緑
地
等
一
運
動
行
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
o
町
民

の
公
共
用
地
や
そ
の
他
用
地
の
取
得
難
え
の
み
な
さ
ん
、
よ
そ
の
子
供
さ
ん
の
遊

招
き
、
良
好
な
都
市
須
境
の
計
画
的
な
一
び
方
に
も
注
意
争
は
ら
い
、
あ
ぶ
な
い

整
備
を
阻
害
す
る
繕
果
と
な
っ
て
い
ま
一
道
路
上
で
の
遊
び
に
は
ち
ょ
っ
と
、
ひ

す
o
こ
の
よ
う
な
土
地
問
題
に
対
処
し
よ
と
こ
と
声
を
か
け
て
や
れ

J

、
私
達
の
白

必
要
な
公
用
及
公
共
用
地
の
取
得
を
一
で
、
私
達
の
手
で
、
私
達
の
町
か
ら
交

効
率
的
に
行
な
う
た
め
、
町
で
は
寸
大
一
通
事
放
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
o

;思

大
洗
町
農
業
協
同
組
合
で
は
農
業
の
一
も
の
で
、
現
在
約
四
・
問
。
、
一
一
一
O

合
理
信
@
省
力
化
巻
目
襟
に
現
在
五
つ
一

t
を
収
獲
目
標
に
お
き
裁
培
、
出
荷
を

の
園
芸
生
産
部
会
を
設
け
て
活
発
な
活
一
し
て
い
ま
す
o

動
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
が
、
去
る
一
一
一
月
一
ま
た
、
農
協
で
は
読
菜
裁
培
に
、
注

二
六
日
に
更
に
三
八
名
の
部
会
員
で
ホ
一
目
の
シ
l
ダ
l
由
民
法
を
採
用
し
、
シ
i

i
レ
ン
草
部
会
を
発
足
い
た
し
ま
し
た
-
一
ダ
l
マ
シ
ン
一
台
工
f
z

ア
!
プ
シ
l
ダ
!

こ
れ
は
加
工
用
ホ
l
レ
ン
尊
や
町
内
の
一
一
一
一
台
を
購
入
し
ま
し
た
。
テ
l
プ
シ
l

梶
間
水
産
K
-
Kと
契
約
し
裁
培
す
る
一
ダ
l
(播
種
作
業
機
)
を
使
っ
て
嬢
種

公共用地確保のため

主

主

三

z 
z 
i 
手
"111111111'''''1111附 i刊 "'11m

事る

を
す
る
と
、
従
来
反
当
り
一
一
一
人
の
労
力

巻
必
要
と
し
た
こ
の
作
業
が
何
ん
と
向

。
分
で
お
わ
D
、
更
に
一
一
丁
四
人
(
反
当

D
)
を
必
要
と
し
た
間
引
き
作
業
も
殆

ん
ど
そ
の
必
要
が
な
く
な
り
、
議
菜
裁

培
で
最
も
手
間
の
か
か
る
播
種
、
間
引

き
の
省
力
化
に
大
き
な
威
力
巻
発
揮
す

る
も
の
で
す
。
次
に
牛
芳
生
産
部
会
で

は
昨
年
反
当
り
一

O
万
円
目
襟
に
二
個

五
h
の
裁
壊
を
行
な
い
ま
し
た
が
目
標

額
の
二
倍
の
実
績
を
あ
げ
、
今
年
は
箇

積
も
八
・
五
h
に
僧
加
し
、
一
、

0
0

0
万
円
巻
目
標
に
励
ん
で
い
ま
す
。

一
洗
町
土
地
開
発
公
社
」
を
創
設
し
、
同

一
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り
役
員
を
任
命

一
い
た
し
ま
し
た
o

一
理
事
長
小
山
田
磯
次
郎
(
助
役
)

一
理
事
坂
本
寅
吉
(
収
入
役
)

刀
倉
山
守
義
(
企
菌
室
長
)

H

田
山
正
徳
(
益
巾
詰
謀
長
)

常
任
理
事
大
塚
敏
郎

監
事
大
山
浅
吉
(
監
査
委
員
)

監
事
内
山
光
正
(
監
査
委
員
)

器

く

し

者

い

ど
う
ろ
の
と
び
だ
し

わ
る
ふ
ざ
け
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老
人
憩
の
家
起
工
式

七
月
完
成
目
指
し
着
工
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昨
年
十
月
防
衛
施
設
周
辺
の
騒
音
対
一
し
着
工
し
た
大
洗
町
立
第
一
保
育
所
防
一
い
た
し
ま
し
た
o

策
と
し
て
、
五
千
八
百
五
O
万
円
章
一
音
改
築
工
事
は
こ
の
ほ
主
派
に
完
成

し瓦

一
呑
援
の
一
二
月
二
十
六
日
大
洗
町
老
人

憩
の
家
起
工
式
が
現
地
で
、
町
議
会
、

高
年
者
グ
ラ
ブ
代
表
等
来
賓
、
関
係
者

多
数
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

憩
の
家
は
、
大
洗
見
付
久
保
(
ゴ
ル

フ
場
入
口
)
子
の
日
ケ
原
の
松
林
に
固

ま
れ
た
絶
好
の
地
に
、
総
工
費
三
千
五

百
四
十
万
円
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平

家
建
(
一
五
O
坪
)
が
建
て
ら
れ
、
内
部

は
四
十
畳
大
広
間
(
舞
台
付
)
、
八
員

個
室
岡
室
、
身
障
者
休
護
室
一
室
(
特

殊
浴
槽
付
)
健
康
に
よ
い
超
音
波
浴
場

二
室
、
管
痩
人
室
、
調
理
室
、
売
庖
等

が
あ
り
七
月
中
旬
に
は
完
成
す
る
予
定

で
す
。こ

の
憩
の
家
を
使
用
で
き
る
人
達
は

町
内
居
住
の
六
十
歳
以
上
の
方
と
身
体

お

明
る
い
色
彩
の
保
育
室
は
暖
房
完
備

で
各
室
毎
に
水
洗
ト
イ
レ
と
手
洗
揚
が

つ
き
安
全
面
に
特
に
注
意
?
設
計
し
て

あ
D
、
遊
戯
室
、
給
食
室
、
職
員
室
等

七
四
三
平
方
米
の
規
模
で
す
o

同
月
か
ら
入
所
し
た
子
供
達
は
大
喜

び
で
毎
日
楽
し
い
保
育
所
生
活
を
お
く

つ
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
方
で
使
用
料
は
一
日
五
十
円

で
す
。県

内
で
も
次
洗
町
の
よ
う
な
本
格
的

な
憩
の
家
は
数
少
な
く
関
係
者
か
ら
期

待
さ
れ
注
目
を
あ
び
て
い
ま
す
。

会
あ
な
た
の
ま
ご
こ
ろ
を

お
預
り
し
ま
す
ム

善
意
銀
行
の
開
設

奥
底
に
は
、
社
会
の
た
め
、
隣
人
の
た

め
に
な
に
か
役
立
た
い
と
い
う
韮
塁
商
品
が

秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
o
善
意
銀
行
は
、

そ
う
い
っ
た
暖
か
い
真
心
を
た
く
さ
ん

の
人
達
か
ら
漬
け
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

ぞ
、
老
人
、
智
恵
遅
れ
、
肢
体
不
自
由

の
方
々
な
ど
を
励
ま
し
す
る
た
め
か
橋

渡
。
を
い
た
し
ま
す
o

技
能
奉
仕
、
勤
労
奉
仕
、
金
品
寄
附

な
ど
、
あ
な
た
の
善
意
を
お
寄
せ
下
さ

、。v
ν 

こ
の
善
意
の
受
付
に
つ
い
て
は
、
事

務
局
(
厚
生
課
)
で
準
備
を
す
す
め
て

お
D
五
月
か
ら
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す

て
い
る
七
十
歳
以
上
老
人
と
あ
わ
せ
て
身
体
障
害
者
手
般
の
交
付
や
受
け
て
い
療
養
費
証
明
書
)
を
持
参
し
て
役
場
厚
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
係
へ
届
出

医

療

福

祉

の

範

囲

が

拡

大

売

実

さ

れ

ま

る

方

生

課

へ

請

求

し

て

下

さ

い

。

受

付

は

、

し

て

下

さ

い

。

し
た
o
町
で
は
既
に
該
当
者
に
対
し
「
医
ィ
、
児
童
相
談
所
ま
た
は
精
神
薄
弱
者
日
曜
祭
日
号
除
く
毎
日
行
な
い
、
書
類
ム
加
入
し
て
い
る
保
険
の
変
更
。
ム
町

療
福
祉
費
受
給
者
証
」
を
郵
送
し
て
あ
更
生
相
談
所
に
お
い
て
、
知
能
指
数
が
が
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
の
場
一
で
現
金
外
転
出
ま
た
は
町
内
住
所
変
更
。
ム
挟

D
ま
す
が
、
万
一
洩
れ
て
い
る
方
が
お
三
十
五
以
下
と
判
定
さ
れ
た
方
=
を
お
返
し
い
た
し
ま
す
o

養
義
務
者
の
変
更
。
ム
有
効
期
間
の
終

り
ま
し
た
ら
役
場
厚
生
課
で
至
急
申
請
ゥ
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
一
一
級
の
交
付
を
な
お
、
こ
の
役
場
か
ら
返
す
償
還
方
了
。
ム
第
三
者
行
為
の
た
め
に
治
療
を

の
手
続
を
と
っ
て
下
さ
い
o

受
け
、
か
つ
知
能
指
数
が
五
十
以
下
と
法
は
六
月
ま
で
で
七
月
か
ら
は
現
物
方
受
け
た
時
(
交
通
事
故
等
)

。

医

療

福

祉

対

象

者

判

定

さ

れ

た

方

式

(

現

金

重

わ

な

く

井

ち

ょ

い

室

)

医

療

費

が

無

料

と

な

る

対

象

者

は

、

ム
ね
た
き
り
老
人
:
!
六
十
五
歳
以
上
。
医
療
機
関
へ
の
か
か
り
方
に
変
更
す
あ
予
定
で
す
o

七
十
歳
以
上
老
人
一
、
二
O
O名
、
ね
た

七
十
歳
未
満
の
方
で
国
民
年
金
法
の
一
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
は
、
必
ず
。
自
己
負
担
の
医
療
費
-
き
り
老
人
五
十
筏
乳
児
七
0
0名、

級
ま
た
は
二
級
障
害
の
程
度
の
方
次
の
も
の
を
持
参
し
て
下
さ
い
o

次
の
医
療
を
受
け
た
時
は
保
険
に
よ
重
度
心
障
害
者
一

0
0名
の
合
計
二

ム
乳
児
:
・
:
誕
生
の
沼
か
ら
一
歳
の
誕
山
健
康
保
険
証
る
診
療
が
き
か
な
い
範
囲
で
す
か
ら
総

O
五
O
名
で
あ
D
、
町
は
こ
の
医
療
費

生
日
の
前
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で

ω
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
て
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
什
γ
向
。
予
算
と
し
て
閲
千
七
十
万
円
を
計
上
し

の
方
(
十
二
ヵ
月
l
十
一
一
一
力
尽
商
)
。
現
金
を
一
時
立
賛
払
し
て
下
さ
い
ム
入
院
時
の
室
料
差
額
ム
附
そ
い
家
ま
し
た
。
ま
だ
、
こ
の
無
料
化
制
度
は

ム
重
度
心
身
障
害
者
:
・
:
一
歳
以
上
六
窓
口
で
一
部
負
担
分
(
国
保
三
割
、
政
帰
糾
ム
薬
ビ
ン
代
ム
応
診
の
タ
所
得
税
限
を
な
く
し
全
住
民
が
対
象
で

十
五
歳
未
満
の
方
で
次
の
心
身
の
障
害
社
保
五
割
)
の
現
金
を
支
払
い
、
そ
の
ク
シ
I
代
ム
歯
科
自
由
診
療
ム
眼
あ
h
y
ま
す
の
で
該
当
者
は
洩
れ
な
く
医

四
月
一
日
か
ら
、
ね
た
き
D
老
人
、
を
有
す
る
方
領
収
書
と
保
険
証
、
受
給
者
証
、
印
鑑
科
の
義
眼
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
等
。
療
福
祉
を
受
け
て
下
さ
い
。

乳
児
、
重
度
心
身
障
害
者
の
方
々
の
医
ァ
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
一
級
(
附
加
給
付
が
あ
る
場
合
は
そ
の
証
明
。
届
出
事
項
の
厳
守

療
費
無
料
化
が
実
施
さ
れ
、
現
在
行
つ
ま
た
は
二
級
の
障
害
程
度
に
該
当
し
、
書
。
医
療
保
険
め
保
険
者
が
発
行
す
る
次
の
場
合
は
、
受
給
者
証
を
使
用
す

ねたきり老人@乳児@重度心

身障害者が新たに対象
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臨
居
所
作
り
に
五
十
万
円

老
人
麗
童

整
備
置
金

低
所
得
世
帯
に
は
利
子
補
給

貸
付
の
実
施

る
う
ち
に
そ
の
姿
は
消
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

友
人
は
帰
っ
て
き
て
孫
左
衛
門
の

母
に
こ
の
話
し
を
し
、
孫
左
衛
門
を

し
の
び
そ
の
屋
敷
に
水
神
さ
ん
を
妃

b
そ
の
後
に
一
本
の
杉
を
植
え
ま
し

た
o爾

来
幾
星
霜
、
歳
月
は
流
れ
流
れ

て
今
に
至
D
ま
し
た
。
孫
左
衛
門
を

氾
っ
た
水
神
さ
ん
は
小
記
で
す
が
今

で
も
土
地
の
人
々
か
ら
深
い
信
仰
を

受
け
て
い
ま
す
o
孫
左
衛
門
の
杉
は

一
時
は
延
び
に
延
び
て
天
ま
で
と
ど

く
ば
か
huに
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す

が
、
今
は
写
真
の
よ
う
に
老
木
と
な

り
ま
し
た
。
又
永
い
永
い
間
た
っ
た

今
で
も
官
女
窪
に
は
き
れ
い
な
泉
が

せ
ん
せ
ん
と
近
し
っ
て
い
る
と
云
う

こ
と
で
す
。孫

左
衛
門
の
杉

と
同
居
し
老
人
の
専
用
居
室
を
真
に
必

要
と
し
て
自
力
で
整
備
を
行
う
こ
と
が

困
難
な
方
で
あ
り
ま
す
o

貸
付
の
条
件
は
、
最
高
額
五
十
万
円

償
還
期
限
ナ
年
開
這
滞
保
証
人
二
名

が
つ
く
こ
と
に
な
り
、
利
子
は
、
均
等

割
以
下
の
世
帯
に
つ
い
て
は
年
一
二
分
、

そ
れ
以
上
の
世
帯
に
つ
い
て
は
年
六
分

二
厘
で
あ
り
、
一
一
一
分
の
場
合
毎
月
四
八

四
八
円
、
六
分
二
厘
の
場
合
毎
月
五
五

九
九
円
づ
っ
返
済
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
今
回
の
貸
付
総
額
は
百
万
円
で
あ
り

本
年
十
月
頃
借
り
ら
れ
ま
す
。
ご
希
望

の
方
ま
た
は
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

役
場
厚
生
課
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

ゴ
ミ
の
収
集
日

四
月
か
ら
変
更

4
月
か
ら
「
ゴ
ミ
」
の
収
集
包
が
次

の
と
お
り
牽
更
に
な
り
ま
し
た
。

月
曜
日
・
木
曜
日
に
収
集
す
る
地
区

.
永
町
全
地
区
・
髭
釜
町
会
地
区
・
仲

町
・
金
沢
町
・
新
町
・
通
町
全
地
区

火
曜
日
・
金
溜
自
に
収
集
す
る
地
区

・
大
貫
町
・
明
神
町
二
丁
目
・
二
丁

目
・
祝
町
・
十
人
出
会
地
区
・
松
川
全
地

区
不
燃
物
(
ビ
ン
、
セ
ト
モ
ノ
、
空
カ
ン
)

収
集
日

本
町
は
、
い
ま
ま
で
取
扱
を
し
な
納
税
取
扱
を
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し

か
っ
た
県
税
号
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
だ
か
ら
、
御
利
用
願
い
ま
す
。

要
望
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
た
事
業
税

び
、
県
知
事
と
の
契
約
に
よ
っ
て
、
自
動
車
税

昭
和
四
十
八
年
度
分
よ
り
、
次
の
県
不
動
産
取
得
税

税
を
町
内
各
金
融
機
関
の
ほ
か
に
、
但
し
、
各
税
の
納
税
期
間
中
の
み

役
場
出
納
室
の
窓
口
に
お
い
て
も
、
取
扱
い
ま
す
。

県
税

大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昭

和
四
十
八
年
度
よ
り
「
善
意
銀
行
し
を

開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

一
六
十
歳
以
上
の
方
と
同
居
す
る
親
族
一
独
自
で
利
子
の
一
部
あ
補
給
す
る
こ
と

善
意
銀
行
と
は
;
;
:
だ
れ
も
が
持
つ
一
に
対
し
、
老
人
の
専
用
居
室
や
増
築
、
一
と
な
D
ま
し
た
o

て
い
る
暖
か
い
心
、
や
さ
し
い
心
;
:
一
改
築
す
る
た
め
の
資
金
貸
付
を
行
い
、
一
こ
の
貸
付
を
受
け
ら
れ
る
対
象
者
は

そ
れ
や
)
お
預
り
し
ま
す
o
私
達
の
心
の
一
あ
わ
せ
て
低
所
ノ
得
世
帯
に
つ
い
て
は
町
一
大
洗
町
に
居
住
し
、
親
族
で
あ
る
老
人

川

務

総

機

騒

鰍

臨

鱗

翌

朝

孫

左

衛

門

は

教

え

ら

れ

た

通

大

き

な

大

き

な

大

蛇

竺

匹

横

だ

わ

て

翌

年

孫

左

衛

門

を

尋

ね

て

沼

の

内

川

川
議
韓
議
藷
醐
繕
襲
警
り
そ
の
山
す
そ
の
繁
み
に
行
っ
て
見
っ
て
い
る
の
で
し
た
o
母
は
び
っ
く
ま
で
は
る
ば
る
行
き
ま
し
た
o
椿

の

川

H

同
/
週
一
，
語
力
出
対

E
J一
泊

rj

川
線
総
繊
期
総
崩
磁
協
議
泌
総
総
務
る
と
成
程
泉
が
あ
り
ま
す
o
飲
ん
で

huぎ
よ
う
て
ん
。
そ
の
内
室
か
ら
出
花
の
満
開
の
頃
で
し
た
o
弁

天

さ

ん

川

川

今

は

昔

し
o
大
貫
町
の
舟
渡
に
孫
み
る
と
本
当
に
上
等
な
沼
で
し
た
o

て
き
た
孫
左
衛
門
は
母
に
向
っ
て
云
の
池
の
面
に
向
っ
て
「
お
お
い
孫
ょ
、

川
左
衛
門
と
一
玄
う
笛
の
笠
宮
韮
同
年
が
、
う
ま
い
う
ま
い
と
大
喜
び

O
i
-
-
:
い
ま
し
た

o
iは
岩

域

の

国

天

光

孫

左

衛

門

よ

」

と

呼

び

続

け

る

と

、

川

川
母
と
二
人
で
住
ん
で
い
ま
し
た
o
澗

そ

れ

か

ら

数

ヶ

月

だ

之

鉱

石

片

山

賢

沼

寺

弁

財

天

の

沼

の

内

池

の

主

池

の

中

か

ら

一

条

の

燦

わ

が

あ

が

り

、

川

川
沼
川
の
渡
し
守
り
で
す
が
、
近
隣
で
孫
左
衛
門
は
母
親
に
岩
域
の
国
に
働
と
な
っ
た
大
蛇
の
化
身
で
す
o
こ
の
ざ
わ
ざ
わ
と
波
を
切
っ
て
蛇
身
が
現

川
は
笛
の
名
手
だ
と
専
の
評
判
で
し
た
o

き
に
行
く
か
ら
と
云
っ
て
ふ
と
い
な
様
な
姿
に
な
っ
て
は
も
う
お
合
い
で
わ
れ
、
友
人
の
仲
む
池
ば
た
に
近
寄

一
川
孫
左
衛
門
は
仕
事
が
終
る
と
毎
夜
酒
く
な
り
ま
し
た
o

き
ま
せ
ん
。
せ
め
て
最
後
の
孝
行
に
り
そ
う
に
見
え
た
が
、
池
の
辺
一
帯

一
川
を
た
づ
さ
え
酒
沼
川
の
ま
ん
中
に
舟
一
i
fミ
sir-ユ
-zfEf--fミ
-
F
三
;Ezi--24-15153-z;三一
zfミ
EF--fE

に
物
凄
い
黒
雲
が
広
が
っ
て
見
る
見

一
川
を
止
め
て
、
笛
争
吹
く
の
を
楽
し
み

v

一
川
に
し
て
い
ま
し
た

o

d

F

孫

左

衛

門

川

口
或
る
河
夜
の
一
晩
、
い
つ
も
の
よ
う

-
A

一

川

に

孫

左

衛

門

が

川

に

出

て

箇

を

吹

い

川

一
川
て
い
ま
す
と
、
輝
ノ
ふ
ほ
か
D
美

し

い

母

が

子

を

案

じ

て

一

人

待

ち

わ

び

お

母

さ

ん

の

信

仰

し

て

い

る

津

島

の

川

一
川
身
分
の
高
い
よ
う
な
女
の
人
が
舟
ぞ
て
い
る
と
、
翌
年
の
夏
頃
家
に
ふ
ら
天
王
へ
お
参

D
さ

せ

た

い

と

存

じ

ま

川

一
川
近
ず
け
、
孫
左
衛
門
の
笛
の
音
に
う
っ
と
帰
っ
て
来
ま
し
た
o
孫
左
衛
門
す
o
ど

う

ぞ

限

を

と

じ

て

背

中

に

お

川

一
川
っ
と
D
聞
き
入
っ
て
い
・
ま
し
た
o
い
は
母
親
に
疲
れ
た
か
ら
休
む
け
れ
ど
乗
り
下
さ
い
」
と
・

・
一
川
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
、
も
、
私
の
部
屋
場
の
ぞ
か
な
い
よ
う
雲
の
中
を
飛
行
し
て
帰
宅
す
る
と

号
而
そ
し
て
帰
る
さ
主
に
と
「
酒
に
と
い
っ
て
室
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
「
も
う
二
度
と
お
逢
い
致
し
ま
せ
ん
」

3
一
川
の
泉
」
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た

o今

し

た

oい
く
ら
た
っ
て
も
起
き
て
こ
と
沼
の
内
へ
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

o

川

I
J
一

川

の

字

官

女

窪

と

一

ち

コ

処

だ

そ

う

で

す

な

い

の

で

母

が

部

屋

を

の

ぞ

く

え

親

し

い

友

人

が

こ

の

話

し

を

聞

い

川

4
5
」出一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一三一一一一一一一一三一一一一一一一一一一一一一一

-m

@
毎
週
水
曜
日

※
収
集
日
が
大
雨
、
祝
祭
日
等
の
場
合

次
回
の
収
集
日
に
な
り
ま
す
。

※
収
集
日
以
前
(
前
回
か
ら
の
ゴ
ミ
の

持
出
し
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

商
品
を
購
入
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、
生
産
は
消
費
の
た
め
に
あ
る

の
で
あ
り
、
生
産
め
量
、
ま
た
商
品
の
形
態

に
お
い
て
、
支
配
的
な
役
割
を
果
た
す
・
の
は

消
費
者
で
す
。

こ
れ
か
い
わ
ゆ
る
消
費
者
主
権
と
い
う
も

の
で
、
消
費
者
の
需
要
に
マ
ッ
チ
し
な
い
商

品
を
生
産
す
る
企
業
、
買
っ
て
も
ら
え
な

い
と
い
う
現
象
か
ら
淘
汰
さ
れ
て
し
ま
う
こ

主
に
な
り
ま
す
。

こ
の
消
費
者
に
主
権
が
あ
る
と
い
う
原
則

は
現
在
無
視
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
消
費
者
自

身
が
消
費
者
と
し
て
の
権
利
意
識
に
め
き
め

自
主
性
、
主
体
性
を
も
っ
た
消
費
者
と
な
り

J

考
え
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
ち
と
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
、
え
る
で
し
ょ
う
。

強
い
に
つ
い
て

※
ゴ
ミ
焼
却
場
へ
の
持
込
時
聞
は
平
日

午
前
8
時
半
よ
り
午
後
5
時
ま
で
、

土
曜
日
は
午
前
8
時
半
よ
り
午
後
零

時
半
ま
で
と
す
る
。

※
一
般
家
庭
の
ゴ
ミ
斜
金
は
3
ヵ
月
毎

に
集
金
い
た
し
ま
す
。

町
営
公
圏
墓
地

拡
張
工
事
完
成
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